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保育者養成校卒業生の進路と職場適応
ー卒業後3カ月経過時調査一
白 佐 俊 憲
I はじめに
この報告は，筆者が，保育者本をめぐる問題をとりあげ，彼女らの適応という観点から検
討を加えることによって，その問題点をより具体的・直接的な形で明らかにしたいという
意図で，昭和 43年から実施している「保育者の適応に関する研究」の一部をなすもので
ある。乙の研究は，保育者養成校（札幌市所在， 7校）の学生を対象lζ，同一対象者を入
学時から卒業数年後まで多面的・追跡的に検討していく計画の もとに始めたもので，入学
波 乱訟 のり め
時調査， l年修了時調査，卒業時調査，卒業後3カ月経過時調査， 1年経過時調査を終わ
った段階にある。乙れらの結果は， 一部はすでに報告ずみであるが，一部は発表準備の段
階にあるものもある。
本報告は，卒業後3カ月経過時に実施した調査の未発表資料を中心lと，次の 2点につい
て検討を加えたものである。
① 保育者養成校卒業生の進路はどうなっているか。彼女らの多く は，専門を生かして
保育聴につきたいと願っていたが，実際には希望通りの職につけたのであろうか。
（卒業後の進路状況の検討 ）
② 就職者の職場適応はどうなっているか。多くの保育者は不満や悩みを持ちながら働
いているといわれるが， 本研究の対象者は，職場に満足し，よい適応状態にあるとい
えるだろうか。（初期職場適応の検討）
E 方
?
1。進路状況確認調査
昭和45年 3月札幌市所在保育者養成校を卒業した者を対象に選ぴ，協力が得 られた 6
校の卒業生について行なった。対象者 379名の内訳は表 1の通りである。
出身校の名簿ぞ手がかりに，家庭 ・就職先などへ照会する方法によって，卒業後8カ月
を経過した時点（ 4 5年7月 ）で調査した。
＊保育者とは．幼稚園教諭及び保育所保母をいう科本研究においては．同時に養成されている飽設保母
などと厳密に区別して扱ってはいなL、。
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表 1 対象者の内訳
昼夜の別 養成校の種類・校数（取得可能資格） 人 数
私立短大 2校 （幼稚園教諭と保母）
昼間養成校 私立短大 1 I/ （幼稚園教諭のみ） 5 3 1 9 4 
公立養成校1II （保母のみ） 5 0 
私立養成校1校 （幼稚園教諭と保母）
夜間養成校 1 8 5 
私立養成校1II （保母のみ） 6 0 
2. 初期職場適応状況調査
これらの者のうちの就職者（ 3 4 6名）を対象K，初期職場適応状況等lと関する質問紙調
査票（「職業生活に関する調査」調査票省略）を作製し，郵送法によって 45年7～ 8月
に実施した。
調査票の発送・回収状況は表 2K.示す通りである。幼稚園・保育所・施設に就職してい
る者，公立機関勤務者において，回収率が高かった。
表2 調査票の発送・回収状況
分 野 職 種 発送数 回収数 回収率（%）
幼稚 園教 諭 120 73 6 o.8 
保 育所保母 97 63 6 4.9 
専 門 施 設 保 母 43 25 5 8.1 
そ の 他 27 1 3 4 8. 1 
（小 計） (287) ( 1 7 4) ( 5 9.8) 
専門以外事務員など 59 22 3 7.3 
全 体 346 1 9 6 5 6.6 
E 結果と考察
1. 卒業後の進路状況
最初i乙，保育者養成校の卒業生が選んだ進路状況について報告したい。
調査対象校6校K4 3年4月入学した学生は 403名であったが，卒業まずの 2年聞に
16名が退学し，卒業時に休学・留年が 8名でたために， 45年 3月の卒業者は 379名
（入学者の 94.0タiと当る）となった。これらの者に対して，進路状況確認調査を行なった
ものである。
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(1) 進路の概況
卒業後8カ月経過した時点で，家庭・就職先へ照会するなどの方法によ って行なった結
果， 358名（対象者の 94.5予杉lζ当る）の進路状況をつかむことができた（ 表 3 ）。
表3 卒業後 の 進路
卒 業 後 の 進 路 人 数（全体Ii'.:対する%）
幼稚園（教諭） 12 0 120(31.7 
保育所（保母） 9 7 9 7 ( 25.6 
精神薄弱児施設 21 
養 護施 設 1 3 
施設（保母） 肢体不自由児胞設 5 43(11.3 
専門分野 児童相談所 2 2 8 7 ( 7 5.7 
就職 そ の 他 2 346(91.3) 
仲よし子ども館 1 9 
？の他 児 童館 2 
ど守導員な 27( 7.1) 
養護老人ホーム 2 
そ の 他 4 
専門外 会社等の事務系職種 47 4 7 ( 1 2.4〕
5 9 (1 5.6 
分 野 そ の 他 1 2 1 2 ( 3.2、
家 事 8 8 ( 2.1 ) 
就職
進 さ詮
以外
2 2 ( 0.5) 1 2 ( 3.2) 
就 職 待 機 2 2 ( 0.5) 
不 明 21 2 1 {5.5) 
計 3 7 9 ( 1 00. ) 
全対象者の91.3＇｝らは何らかの職についていることが判明した。このうち，専門分野への
就職は 75.7%，専門外の分野への就職は 15.6%となっている。また家事・進学 ・就職待
機は， 3. 2 %となっている。専門分野就職者のうち最も多かったのは幼稚園教諭で，次い
で保育所保母．精薄児施設保母． 仲よ し子ども館指導員 （札幌市独特の幼児の青空教室），
養護施設保母という順で少なくなっている。幼稚園教諭と保育所保母とで就勝者の 6割以
上を占め，数の上では多くはないが，専門領域の広い分野に就職している乙とが明らかに
なった。専門以外の分野へ就職した者の多くは事務系の職種である。不明の 21名につい
ては，卒業時には就職しておらず，その後の状況を出身校でもつかめていないことから，
就職している可能性は低く ，家事か就職待機かの状況にあるのではないかと考えられる。
乙の結果から，保育者養成校卒業生の多く は専門を生かした職についており，就職でき
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ないでいる者はごく少数であるので，保育関係職への道はかなり聞かれたものとなってい
1〕3)
るといえよう。しかし，入学時や 1年修了時の調査において，この対象群の者は 90予杉以
上が専門分野への就職を希望していたのであって，実際には 75.7絡にとどまったというこ
とは，専門分野への就職の機会にめぐまれなかった者も少なくないことを意味し，また，
その機会はあっても ，希望条件と合わずあえて専門を生かさない道を選んだ者の存在も考
えられるのである。
(2) 出身校別・年令別にみた進路
表 8の結果を整理 ・縮小し，出身校の養成職種別にみた進路状況では，表4の 1I乙示し
たような違いがみられる。当然のことであるが，幼稚園教諭のみを養成している幼教養成
校の卒業生の多くは幼稚園へ就職しョ保母のみを養成している保母養成校の卒業生の多く
はョ保育所あるいは施設へ就職している。幼稚園教諭と保母とを養成している両方養成校
の場合には，幼稚園への就職が最も多く，保育所ョ施設 ・その他となっており，専門外分
野への就職も多いのが特徴的である。
表4 出身校別にみた卒業後の進路
( 1. 養成職種別）
（%） 
幼教養成校 両方養成校 保母養成校
卒 業後の進路
( N= 5 3〕 (N=201) (N=l 04) 
保育所 1. 9 2 3.4 4 7.1 
専門分野への就職 8 6.8 7 4. 2 8 8.5 
施設 6.0 2 9. 8 
その他 9. 4 6.5 8. 7 
専門外分野への就職 9.4 2 2. 9 7. 7 
家事・進学・就職待機 3.8 3. 0 3.8 
両方養成校における幼稚園と保育
( 2. 昼溜・夜間別） （%） 
所 ・施設との就職差については， も 昼間養成校 夜間養成校
卒業後の進路
ちろん需要（求人）との関係もある (N=l92) (N三166)
のであるが，志望（求職）の違いに 専門分野への就職 8 6.5 7 2. 9 
よるものとも考えられる。両方養成 専門外分野への就職 9.4 2 4.7 
校の 1年修了時調査では，幼稚園教 家事・進学・就職待機｜ 4.2 2.4 
諭志望 47.9%，保母（保育所 ・施設）
志望 41.9予杉，その他の専門職志望 3.4 96，専門外職種志望 2.6 芦多2 未定・不明 4.3 芦ちとな っ
ており， この志望差が実際の就職の面でも現われたのではないかと推測されるのである。
さらに，乙れらの結果を昼間養成校と夜間養成校とに分けて卒業後の進路を調べてみる
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と，表4の 2にみられるように，昼間養成校の卒業生は専門分野への就職が86.59杉と高い
のに対して，夜間養成校の卒業生ではこれがかなり低くえより，専門外分野への就職が24.7
%Kも及んでいる。
昼間養成校卒業生と夜間養成校卒業生との違いは，昼間養成校の多くの者は高校卒業と
同時K入学し，職につきとIがら学んでいた者はいなかったが，夜間養成校の半数以上の者
は高校卒業後何年かの社会生活を経験してから入学し，昼間働き夜学ぶ生活を続けてきた
点にある。夜間養成校卒業生の中で 3 卒業後も在学中の専門外の職業にとどまったり，専
門を生かす道へ進まとEかった者がかなりでたためにこうした結果になったのであるが，専
門職を選ばなかった理由として，現在の職を続けた万がよい，労働条件が悪い，希望する
就職先がなかった，自分lζは適職でないと思ったなどがあげられている。
また，表8の結果を年令別にみると，表5のようになる。これは，生年月臼不詳の者を
除いて， 45年4月 1日現在の年令で 8分割し，比較してみたものである。 ζの表から，
年令が高くなるにつれて，専門分野へ就職する者は減少する傾向にあることがわかる。前
述のように，夜間養成校の学生には年令の高い者が多い。したがって， 年令の高い群は，
夜間養成校卒業生からなっている比率が高い。
乙うした関係から，夜間養成校卒業生についていえたことが年令の高い者についても同
様にいえるのである。いずれにせよ，専門分野への就職を困難にしている乙とに，年令的
な要因が関係している乙とは事実である。
表5 年令別にみた卒業後の進路
（%） 
2 0 歳 2 1歳 22歳以上
卒 業 後の進路
(N==24 5〕 (N=5 7) (N=53) 
専門分野へ の就職 8 3. 7 7 7.2 6 6.1 
専門外分野への就 職 1 3. 9 2 l.1 2 4.5 
家事 ・進学・就職待機 2.4 l. 8 9.4 
(3) 就職先の状況
次lζ，彼女らが就職した所の状況について報告したい。
まず，設置の主体が公立機関であるか，私立機関であるかについては，表6のようにな
っている。全体としては，私立の機関lζ就職した者の方が多くなっている。就職先の種別
でみると，非常に違ったものとなっており，幼稚園就職者で公立に勤めた者はわずか2.5 
%にすぎないが，専門分野のその他では 88.99杉の者が公立機関l乙就職している。
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表6 設置の主体
専 門 分 野
専門外分野 全 体
設置の主体 幼稚園 保育所 施 設 その他
(N=120) (N=9 7) (N=43) (N=27) (N=59) (N=34 6) 
公立機関 2.5 5 9.8 3 7.2 8 8.9 22.0 3 2.9 
私立機関 9 7.5 40.2 6 2.8 1 1.1 780 6 7.1 
これらの結果は，本調査に近い時点の北海道の統計資料と対照してみると，北海道の実
態とかなり類似している ζ とがわかる。たとえば，北海道の場合の構成比率は，女子の専
任幼稚園教諭についてみれば，国公立勤務者は全体の 3.6 予杉にすぎないが，保育所保母で
は，公立勤務者は 60.796となっている（北海道総務部学事課，民生部総務課調べによる）。
本調査対象者では，前者が 2.5 96，後者が 59.8予杉となっている。乙のことは他の職につい
ても同様のことがいえ，公立のものが少なければ，その職員数も少なしそれだけ就職の
機会も少ないという関係が本調査結果にも現われている。
また，就職先の所在地について調べてみると，表7のようになっている。全体の半数は
札幌市にあり，その他の市が約 25 予彰で，北海道以外も約4ヲ彰ある。専門外分野と専門分
野のそのftjJ.K就職した者は，ほとんどが札幌市内に職を求めている。数の少ない施設の場
合には，北海道全体の所在地の比率に近いものとなっているが，幼稚園・保育所の場合は，
全体の所在地の構成よりも札幌市に偏ったものとなっている。
表7 所 在 地
専 門 分 野
保育所｜施
専門外分野 全 体
所在地 幼稚園 設 その他
(N=l 2 0〕 (N=97) (N=43) (N=27) (N=59) (N=3 46) 
札幌市 4 9.2 3 3.0 2 5.6 8 5.2 8 9.8 5 1.4 
その他の市 3 0. 3 5.1 2 5.6 3.7 6.8 2 4.9 
町 村 1 6.7 2 6.8 3 9.5 1 1.1 1. 7 / 1 9.4 
北海道以外 4.2 5.2 9.3 1. 7 4.3 
これは，札幌市所在の養成校出身者を対象に選んだことに関係しているものと思われる。
それは，他の都市に所在する養成校よりも札幌市出身者が多 く入学しているであろうし，
札幌市以外の出身者が出身地以外に職を求めるとすれば，札幌市内を選びやすいと判断さ
れるからである。希望地の選択を可能にするだけ，幼稚園や保育所の数が全体として多い
からでもあろう。
就職先の規模を常勤専門職員（教諭，保母）の数でみると，表 8のようになっている。
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これは，卒業後3カ月を経た時点で行なった職業生活l乙関する調査の回答者 161名 （幼稚
園・保育所・施設へ就職した者の 61.9%に当る）について調べたものである。小規模の機
関に就職した者は保育所勤務者K多く， 20.6%の者は常勤保母が3人以下の所iと勤めてい
る。幼稚園就職者では 5～7人の規模に集中しているC60.3 夕ちが 5～7人の所 ）。施設の
場合には， 6～ 8人程度と 17人以土とに分かれており，最高常勤保母34名という所に
就職した者もいた。全体的には， 1 0人以下の常勤専門職員という規模の所K9 0 %が就
職している。
表8 常勤の教諭・保母の数 （%） 
常勤者の数
幼 稚園 保育所 施 設 全 体
(N=7 3) (N=6 3) (N=25) (N=l61) 
～ 3人 8.2 2 0.6 4.0 1 2.4 
4～ 6 5 4.8 5 8.7 2 0.0 50.9 
7～ 9 3 0.1 1 2.6 2 0.0 21.7 
1 0～1 2 6.8 4.8 8.0 6.2 
1 3～ 1.6 4 0.0 6.8 
不 明 1.6 8.0 1.9 
所在地が札幌市に偏っているだけに，平均的な規模よりもやや大きい所に就職している
ようである。
住） 勤務開始時期と就職の契機
次lζ，就職した者がいつから勤務を開始したか，どのようなき っかけでそ乙に就職する
ことになったか，について報告しておきたい。
乙の資料も，職業生活に関する調査に回答を寄せた者についてのみ整理したものである。
まず，勤務開始時期についてであるが，表 9！乙示したように，全体の 80.69ちは卒業と同
時の 45年 4月となっている。 45年 5月以降は6.6 予ぢであるが， 4 5年8月以前（過年
度）就職者も 12.8%いる。 45年8月以前に勤務開始となっている者は，専門外分野就職
表9 勤務開始時期 （%） 
専 門 分 野
専門外分野 全 体
勤務の開始 幼 稚園 保育所 胞 設 その他
(N三73) (N=63) (N=25) (N=l 3) (N=2 2) (N=l96) 
～45年 3月 4.1 6.3 4.0 7. 7 7 2.7 1 2.8 
45年 4月 9 5.9 8 2.5 8 0.0 9 2.3 1 8.2 8 0.6 
45年 5月～ 11.1 16.0 9.1 6.6 
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者に多い。乙の乙とは，出身校別進路のと乙ろでも述べたように， 夜間養成校に入学した
者の中K，昼間専門外の職場で働きながら保育の専門を学んだにもかかわらず，その専門
を生かすことなく，在学中の職場にとどまった者がL、ることを意味している。 専門外分野
就職者の回答率は 37.3%とよくなく ，少人数についての結果であるので全体に推し量って
考えるには危険があるが，乙う した者の存在に注目しておく必要がある と思う。
就職の契機については，よ りはっきりとした形でとらえるために，過年度就職者を除い
て整理してみた。 表 10から，全体としては，養成校への求人が最も多く，実習先 ・アル
バイト先からのさそい，知人の紹介‘新聞 ・ポス ターなどによる公募，その他 （本人の直
接照会など）のI固となっている。養成校への求人と新聞等の公募で 54.49杉となっているが，
他は私的な要素が強く，個人的なきっかけが就職への道につながること も少なく ないこと
がわかる。特に私立の多い幼稚園で，個人的なき っかけが多い。
表 10 就職の契 機 （%） 
専 p号 分 野
就職の契機 幼稚園 保育所 施 設 その 他 専門外分野 全 体
。.］＂＝70) ①J=59) CN=2A) 。.］＂＝12) (N=6) (N= 171) 
養成校への求人 38.6 3 5.6 6 6.7 9 1.7 4 3.9 
実さ習先等そからのい 30.0 1 0.2 2 0.8 18.7 
知人の紹介 1 5.7 18β 4.2 3 3. 1 4.6 
新聞等の公募 2.9 2 5.4 1 6.7 I 0.5 
そ の 他 11. 5 6.8 8.3 8.3 50ο 1 0.5 
不 明 14 3.4 1.8 
これらは小規模な所が多く，全員募集するにしても数人にすぎないためか， 養成校への
求人にしでもなれ合い的で，条件をきちんと文書で示すという乙とがなされない場合もあ
るようである。
(5）進路と志望職種との関係
以上にみてきた卒業後の進路は，彼女らの希望をどの程度実現しているのであろうか。
就職先が以前に希望していた条件をどの程度満たしているかという 点については，卒業時
の調ぎや後lと述べる調査報告で、とりあげているので，こ ζでは，入学時からの志望職種と
実際の就職との関係でとらえてみたいと思う。
図1～ 8は，志望職種と実際の就職との関係をとらえるために，入学時， 1年修了時，
卒業時の 3回の講堂で資料が得られ，卒業後の進路が明らかな者についてのみ整理したも
のである。これらの図では，複雑になるのを避けるために，保育者養成校の取得資格であ
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る幼稚園教諭と保母とを取り上げ，残りはその他として処理している。また，保母は保育
所保母と施設保母とに大別できるが，志望職種（第1志望）を質問したとき，区別して回
答できなかった者も少ぽくないので， ここでは区別していない。
図1 入学時からの志望職種の菱化CN = 218 l 
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全体の 218名の志望職種の変化を示した図 1からは，入学時から実際の就職までの各時
期において，幼稚園教諭志望 30 %前後，保母志望 50%前後，その他志望 20 予桜前後と
いう 関係は大きく変わっていなし、。しかし，個人の志望の変化を調べてみると，かなり変
わっているといえる。表 11は図 1の各期聞における志望職種の変化と方向を示したもの
であるが，幼稚園教諭・保母志望の者は，各期とも 20 ヲ彰台の範囲で変化，おおよそ確定
した卒業時からでも 16 9杉前後変わっている。卒業時→実際の就職の期間で，両職種志望
者とも 13.0必， 14.7%の者がその他へと変わっている。乙のことは，卒業時に希望してい
た専門職につけず，結局あきらめてその他の職に実際はついたことを意味するが，その他
を希望していた者の 36.Hぢが両職種についている乙とからは，職がなかったからとはいい
切れないであろう。むしろ，希望の条件を満た したも のがえよかったから， 別の職種につい
たのであろう。
その他の職種志望の者では．入学時→1年修了時で57.59弘 1年修了時→卒業時で 67.4 
9杉変化しており，資格を生かす職種への変化が大きし、。保母志望では，各期とも幼稚園教
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表1 各期聞における志望職種の変化 （%） 
~とと 幼稚断幼稚言園教諭7の他 保母／幼主稚了園教ミ諭-その他 その百そ五のι他v保母
入学時→1年修了時
1 2.1 13.6 9.8 1 5.2 2 7.5 3 0.0 
7 4.2 
( 2 5.8 ) 
7 5.0 
( 2 5.0 ) 
4 2.5 
(57.5) 
1年修了時＋卒業時
1 9.7 8.5 9.6 1 2.5 18.6 4 8.8 
7 1.8 
( 2 8.2 ) 
77. 9 
( 2 .1) 
3 2.6 
(6 7.4〕
卒業時＋実際の就職
2.9 13.0 1. 7 1 4.7 9.1 2 7.3 
8 4.1 8 3.6 
(1 6.4 ) 
6 3.6 
( 3 6.4 ) ( 1 5.9 ) 
（注） （）内は変化した割合。
諭へよりもその他志望への変化が大きく，その他志望では，各期とも幼稚園教諭へよりも
保母志望への変化が大きい。
乙れらの結果から，各期を通して志望の職種に変化・動揺がかなりみられ，希望を実現
できなかった者も少なくないことがうかがわれる。
図2は幼稚園へ就職した者の志望職種の変化を，図8は保育所へ就職じた者の志望職
種の変化をぬき出して示したものである。両職種についた者の入学時からの志望の変化が
興味深く示されている。幼稚園就職群では，入学時から卒業時へと志望が増えているが，
保育所就職群では， 1年修了時に保母志望の減少がみられる。保母を保育所保母と施設保
母とに分けて処理すれば，変化・動揺はさらに大きくなるであろうから，志望職種の安定
・一貫性は幼稚園教諭において最も高いといいうる。
図2 幼稚閤就職群の入学時からの志望職種の変化
保母志常 幼権園教諭J志望
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図3 保育所就職群の入学時からの志望職種の変化
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また，図は省略したが，施設就職群の志望職種の変化で特徴的なのは，幼稚園教諭への
変化が全くないことである。入学時に幼稚園教諭を志望した者で 1年修了時に保母 （施設）
志望へと変化した者が若干いたが， これらの者も再度幼稚園教諭へと変わることはなかっ
Tこ。
2. 職場における適応状態
ここでは，保育者養成校出身者の卒業後3カ月経過時の職場における適応状態Kついて
報告したい。
方法において述べたように， 350名の就職者に対して職業生活に関する調査を行ない，
19 6名から回答が得られたのであるが，本稿では初期職場適応について報告することから，
過年度就職者は除外することにした。また，ごく少数しか対象者にならない専門外分野就
職者も除いた。したがって，以下の資料は，専門分野l乙卒業と同時あるいは卒業後に就職
した者についての結果である。
の。
なお，この調査で得られた資料のうち， 他に報告したものは除き，さらに紙面の関係も
あって主要項目についての報告にとどめるので，この点も承知されたい。
(1) 希望・予想との一致度
はじめに，現在の職場が．彼女らがこんなところに勤めたいと思っていた「希望J，お
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表12 「一致している」と答えた者の割合 （%） 
幼稚園 保育所 施 設 その他 公 立 私 立 全 体
領 域
。干＝70) (N=59) CN=24) (N=l2) 。《＝63) (N=l02) 的＝165)
職務内容 5 7.9 3 2.2 3 7. 5 I 1 8.2 3 8.0 4 6.0 4 3.0 
希望と 勤務状態 5 2.9 6 2.7 6 2.5 9 1.7 71.4 5 3.9 60.6 
の一致 待 遇 3 3.3 5 7.6 7 0.8 83.4 7 1.4 3 8.6 5 1.2 
職場環境 5 6.5 5 0.9 37. 5 50.0 46.0 5 4.5 5 1.2 
職務内容 6 5.2 5 1.8 5 0.0 6 .7 56.6 5 9.5 5 8.4 
予想と 勤務状態 6 3.7 6 7.8 5 0.0 6 6.7 6 8.4 6 0.4 6 3.4 
71. 0 6 6.6 7 5.0 8 3.4 8 0.3 6 5.4 7 1.0 
職場環境 6 0.8 5 7.1 41. 7 5 8.3 5 3.4 5 8.4 5 6.5 
（注〉 各領域の百分率を算出するにあたって，不明は除外して計算した。したがって，
一部で基準人数が表記のものよ り1～2名少ない場合がある。
よぴ彼女らが就職を決めた時こんなところであろうと思った「予想」とどの程度一致して
いたか，この点について質問してみた結果を報告する。
この希望・予想との一致度は，職場lと関する事項を職務内容，勤務状態， 待遇．職場環
境l乙大別し，それぞれについて 「非常に一致している」から 「全く一致していない jまで
の四つの一致度を表わす言葉の中から，自分iζ最もあてはまるものを選んで回答してもら
う方法で調べた。
表 12は． 「非常に一致している」と「かなり一致している Jと答えた者を合わせ，そ
の群全体における割合を示したものである。
「希望との一致」についてみると，全体と しては一致度があま り高くなく ，勤務状態で
60.6%の者が一致していると答えているのが最高である。職務内容では． 43.0予ぢの者が一
致していると答えたにとどま っている。これを群別にみると．一致度の低きが目立つ もの
は‘幼稚園教諭の待遇，保育所保母の職務内容，施設保母の職務内容と職場環境，その他
の職種の職務内容，公立勤務者の職務内容，私立勤務者の待遇である。 つまり，幼稚園教
諭と私立勤務者では，希望していたものより給料など待遇面で一致していほいと受けとめ
ている者が多く，その他の群では．仕事の実際の面で一致していないと受けとめている者
が多い。施設保母では，さ らに加えて人間関係などの環境面でも希望と一致してい芯いと
答えている者が多い。
「予想との一致」では，ほとんどの領域で希望と の一致を上まわった一致度となってい
る。 一致度が半分以下にとどま ったのは．施設保母の職場環境のみであった。希望との一
致よりも予想との一致の方が高いということは．彼女らが実際に就職先を決めるに当って，
69 
希望条件（要求水準）を下げた乙とを意味すると思われるが，希望と予想との差で，幼稚
園教諭の待遇が最も大きくなっているのは興味深い結果である。私立幼稚園の給料の低さ
は周知の乙とであるが，希望とは一致しないのに予想とかな り一致するとは，実に皮肉な
ことである。北海道の場合．公立幼稚園が非常に少ないために， 幼稚園教諭を希望する者
にとっては，待遇面でのあきらめができではじめて．やりたい仕事につくことができるの
であろう。
職場の実態については， 講義や実習でかなり知っているはずの彼女らではあるが，勤務
して日時が経過するとやはり予想し得なかったいろいろな問題が出てくるようである。予
想との一致で「一致していない」と答えた者に対して，その不一致な点の内容を書いても
らったのであるが，予想よりよかったという内容のものはとくわずかで，ほとんどが失望
を意味する内容のものであった。施設保母の職場環境は，予想をはかるに上まわる複雑さ
であったようである。
希望や予想との一致度が乙のようになっている乙とを承知した上で，職場の適応の問題
をみていきたいと思う。
(2) 職場l乙対する満足度
保育者の職場適応を調べる方法として，第 1Iとは現在の職場に対する満足感を尋ねてみ
Tこ。
乙れは前の 「希望 ・予想との一致度」との関連をみる乙ともあって．職場に関する事項
の領域を職務内容，勤務状態，待遇，職場環境lζ大別し，「非常に満足している 」から
「全く不満である」までの四つの満足度を表わす言葉を示し ，ζの中から現在の自分lとあ
てはまるものを選んで回答してもらうようにした。
この結果は ，図 4・5及び表 13 Iζ示す通りである。 図4・5は，各回答の比率を群別
あるいは領域zj[Ik表わしたものであり，表 13は「非常に満足である」と「かなり満足し
ている」とを合わせ簡略化し，「満足している者の割合」として表わしたものである。
現在の職場に対する満足度は，全体としては ，勤務状態が最も高く，職務内容が最も低
い。領域聞に大きな差は認められないが， 全体的犯高い満足感とはなっていない乙とがわ
表13 満足している者の割合 （勿〉
幼稚園 保育 所 施 設 その 他 公 立 私 立 全 体
領 域
(N=69) (N=58) (N=U) 。~＝12) 。~＝62) (N=lOl) 的＝163)
職務内容 5 0.7 4 4.8 29.2 3 3.3 4 1.9 4 5.5 4 4.2 
勤務状態 6 0.9 5 5.2 4 1.7 75.0 6 1.3 54.4 57.1 
待 遇 34.7 62.0 5 8.3 75.0 72.6 37.7 50.9 
職場環境 5 2.1 50.0 29.2 50.0 4 8.4 47.5 47.9 
70 白佐：保育者養成校卒業生の進路と職場適応
図4 群別にみた現在の職場に対する満足度
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図5 領域別にみた現在の職場に対する満足度
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かる。約半数は満足していない。
これを群別にみると，幼稚園教諭では，勤務状態がやや高く，待遇がかなり低い満足度
となっている。保育所保母では，待遇に満足している者は多いが，職務内容はやや低い。
施設保母では，待遇の満足度が 58.3ヲぢとなっているものの，他は半分以下で，職務内容と
職場環境K強い不満がある。その他の職種群では，職務内容に満足していない者の多いの
が目立っている。公立勤務者では，待遇の満足度はかなり高くな っているが，職務内容は
41.9%にとどま っている。私立勤務者では，公立勤務者にく らべて ，全体的に低く，特に
待遇面の満足度が低くなっている。
また，結果を領域別にみると，職務内容では，幼稚園教諭がとくわずか半数を越えたに
すぎなく，全体的に低くなっている。施設保母で特に満足していない者が目立つ。公立私
立勤務者聞の差は大きくなし、。満足していない者に不満な点を記入してもらったので主な
ものをあげると， 最も多かったのは，仕事の内容が本来の職務以外のものが多過ぎるとい
うもので，事務や掃除に多くの時聞がとられ，保育活動に専念できないと訴えている。ま
た，経験主義に陥って進歩がみられないとか，保育に計画性がえよく，その日 ，その場限り
の保育になっているという 圏全体の運営に対する不満も少なくとよい。
勤務時間などの状況について調べた勤務状態では，施設保母でやや低くなっているが ，
他の群では 50 %以上となっており，各群の聞に大きな差は認められなし、。 公私立別では
公立勤務者の満足度がやや高い。 ζの場合の不満な点の主なものとしては，肉体労働であ
るので疲労が激しい，雑務が多く勤務時間内に仕事が終わらない ，勤務時間と休憩時間と
の区別がはっきりしない， 昼食をおらついてとれない ，出勤時聞が不規則でからだの調子
が整わない，受持の子どもの数が多く全体の掌握がむずかしいなどがあげられている。勤
務がきついという訴えが特に多い。
給料などの待遇では，幼稚園教諭と私立勤務者の満足度の低さが目立っている。それぞ
れ他の群との聞に有意な差となっており， 公立勤務者と私立勤務者の差が非常に大きい。
幼稚園教諭は，仕事の内容や労働条件からみて妥当な報酬ではない，他の職業に比べて低
すぎる，食べていくのがやっとである，人間教育に携わる者でありながらあまりにも人間
性を無視した扱いであるなどと訴えている。
職場環境では ，全体的にも高い満足度とはなっていないが，施設保母の低いのが特に目
立っている。不満な点として多くあげられているのは人間関係で，園長の公私混同，独断
的運営 ，親族のなれ合い経営，主任の自己中心的な考え方など上下関係がうまく いってい
広い点，また閉鎖的な人間関係，マンネリ化した封建的雰囲気 ，チームワークがとれない，
心を許し合った話合いができないなど ，同僚閣の問題や職場の全体的な雰囲気についての
問題点が多く指摘されている。
以上の結果から，就職してまもない時点での満足度はあまり高くなく ，したがって，職
場適応も良好であるとはいえ芯い状態にあることが明らかになった。特lζ ，施設保母の職
． 
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務内容や職場環境での不満が強いこと，その他の職種の者も仕事の内容に満足感を得てい
ないこと，幼稚園教諭と私立勤務者の待遇面での不満が目立っていることが特徴的な結果
としてとらえられた。
(3) 職場適応尺度
保育者の職場適応をとらえる第2の方法としては，尺度を用いて測定し，得点化する方
法を採用してみた。
この尺度は「簡易職場適応尺度」と名づけているものであるが ，彼女らの職場適応を測
定するのに適当な標準化された尺度をみいだすこ とができなかったので，藤原喜悦の試薬
などを参考に作成したものである。数回の追跡的調査において同一項目を採用し ，調査項
目のーっと して位置づける程度にとどめることから ，項目数を少なく し，回答方法も簡単
なものにした。乙の尺度は ，彼女ら自身の主観的側面からの職場適応度を測定するものと
いうこ とができ るが，表 14のように 10項目からなり，職種適性因子 5項目（イ ～ホ）
と勤労意欲因子5項目（へ～ヌ）とで構成されている。この 10項目を並べ ，現在の自分
にあてはまると思われるもの全てにOをつけさせる方法で実施し， 0印一つを 1点として
採点した。
表14 簡易勝場適応尺度の構成
次のイ～ヌの記述で，現在のあなたにあてはまるものはどれですか。
（あてはまると思われるもの全てをOでかこむ）
イ．現在の仕事に興味をもっている
ロ．性格は現在の仕事に向いている
ハ．現在の仕事に必要な能力はある
ニ．現在の仕事をうまくやっていく自信はある
ホ．現在の仕事lζ必要な体力はあり，健康である
ヘ．現在の給料で一応満足している
卜．職場では楽しい生活を送っている
チ．職場のなかで，自分の存在は認められている
リ．現在の職場で， 将来， 経済的安定は得られる
ヌ． 現在の仕事をやりがいのあるものだと思っている
対象者の全尺度及び因子尺度の得点分布は図 6K示す通りである。また，各尺度の平均
得点は表 151乙示す通りである。尺度値は ，得点の高い者ほど良い適応状態にあることを
意味する。
全尺度についてみると ，全体では 8～7点、K79.8%が含まれ，平均48.3となっている。
職種別では，保育所保母が最も高く，施設保母が最も低い。両群の差は 1.15で有意な差と
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図6 全尺度得点の分布
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表15 簡易職場適応尺度の平均得点 平均・（標準偏差）
幼稚園 保育所 施 設 その他 公 立 主L 立 全 体
尺 度 。f=69) 。.J=58) 。f=24) CN=12) (N=62) (N=l 01) (N=163) 
全 尺 度 4.8 0 5.19 
4.04 4.8 3 5.2 9 4.5 4 4.8 3 
( 1.9 0 ) ( 22 3) ( 1.8 6 ) ( 2.1 5〕 ( 2.1 5 ) (1.94) ( 2.0 6 ) 
職種適性因子 2.5 2 2.2 8 2.1 2 
2.5 0 2.3 4 2.4 0 2.3 7 
( 1.2 0 ) ( 1.23 ) ( 0.98 ) ( 1.39〕 (1.19) ( 1.2 1 ) ( 1.2 2 ) 
毅飴意欲因子 2.28 2.9 1 1.9 2 
2.3 3 2.9 5 2.1 5 2.4 5 
( 1.1 8 ) ( 1.4 7 ) ( 1.2 2 ) ( 1.03 ) ( 1.4 2 ) (l.19) (1.35) 
なっている。公立私立の別では，公立勤務者の方が高く，私立勤務者よりも適応状態が良
好であるといえる。
職種適性因子tζついてみると，職種別で、は，幼稚園教諭とその他の群が高く，保育所保
母，施設保母となつており ，公私立別では，わずかi乙私立勤務者が高い得点となつている。
施設保母がやや低いが，分布曲線
適性からみた適応感で‘は，大差がないといえる（図 7) 。
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職種適性因子得点の分布図7
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勤労意欲因子得点の分布図8
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，幼稚園教諭とその他の群がやや勤労意欲因子については，職種別で保育所保母が高く
低くなり，施設保母は最も低い。保育所保母と他の職種との聞に有意な差が認められる。
公私立の別でも差がみられ ，公立勤務者が高い得点、となっている（図 8）。
これらの結果から，幼稚園教諭は，現在の仕事が自分に適していると思っている点で他
の職種よりもやや適応的であるが ，勤労意欲をも てる という点では ，保育所保母の方がず
っと適応的であるといえる。施設保母は ，適性感も勤労意欲も低く，最も適応感の低い状
態lとある。公立私立の別では，勤労意欲が高いという乙とから，私立勤務者よりも公立勤
務者の方が職場lとより適応している結果となっている。
こうした差がおもにどの項目の差から くる ものか，を次に検討してみたい（表 16 ）。
職種適性因子項目の比較では，各群の聞に有意な差となるほどの極端な違いがみられな
い。保育所保母と幼稚園教諭とでは，仕事に必要な体力 ・健康，仕事lと対する興味の項目
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表 16 尺度の項目別肯定率 （%） 
幼稚園 保育所 施 設 その他 公 立 手ム 立 全 体
尺度・項目
。~－ 69 〕 。~－ 58) (N=24〕 (N=l2) (N=62) CN=lOl) (N=l63) 
イ 8 4.1 7 5.9 83.3 5 0.0 7 42 81.2 78.5 
職
種 ロ 5 3.6 4 8.3 41.7 5 0.0 48.4 5 0.5 4 9.7 
適
性
ノ、 1 7.4 2 2.4 12.5 3 3.3 22.6 1 7.8 19.6 
因
一 29.0 2 7.6 12.5 4 1.7 25.8 2 7.7 2 7.0 子
ホ 6 8.1 5 52 6 2.5 75.0 6 4.5 6 2.4 6 3.2 
A. 24.6 4 4.8 50.0 5 0.0 5 3.2 2 7.7 37.4 
動
労 ト 4 9.3 5 0.0 25.0 3 3.3 45.2 44.6 4 4.8 
意
欲 チ 5 6.5 6 3.8 2 0.8 5 0.0 5 4.8 52.5 5 3.4 
因
子
5.8 5 0.0 3 3.3 4 1.7 6 4.5 5.9 28.2 
ヌ 91.3 82.8 6 2.5 5 8.3 7 7.4 8 4.2 81.6 
で，幼稚園教諭の肯定率がやや高くなっている。施設保母では，この 2群lとくらべると，
仕事に対する自信，仕事に必要な能力がないと見ている傾向にあり，性格的にも仕事lと向
いていないと考える傾向にある。公私立別では，ほとんど差がなく，仕事に対する興味の
項目で公立勤務者がやや低く伝っている程度である。
一方，勤労意欲因子項目の比較では，かなめの差違がみられ，いくつかの項目で統計的
に有意な差となっている。保育所保母と施設保母との聞で大差がえよく，幼稚園教諭とこの
2群との障で差が大きい項目は，へとリである（現在の給料に対する満足，将来の経済
伯安定）。これは，公立勤務者と私立勤務者とにみられる差でもあり，勤労意欲の低きは
主にこれら項目の違いと判断される。施設保母は，他の 3項目で，幼稚園教諭や保育所保母
よりも有意に低日肯定率となっている。仕事に対するやりがいを感ずることができず，職
場の中での自分の存在は認められない，職場生活は楽しくないと受けとめていると乙ろに，
施設保母の勤労意欲の低い原因がある。
ほとんどが私立に勤務している幼稚園教諭は，仕事に適性をみいだし．やりがいを感じ
ながらも，勤労意欲を失ない，不適応に陥りがちであることが，職場lζ対する満足度の場
合と同様に明らかにされ ，その原因が待遇面での強い不満にあるこ ともわかった。
では ，彼女らは給料をいくら支給されているのであろうか。乙の点、を具体的な資料で示
しておく必要があろう。
本調査対象者の日給・金額不明 ・過年度就職を除いた者の給料の分布及び平均額は，表
17・図 9の通りである。
本俸の月額は，短大卒程度の学歴で専門職にもかかわらず，全体の平均で 24,800 円に
とどまっている。私立勤務の多い幼稚園教諭では，職種別にみると ，最も本俸が低く，平
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表17 給 料 （平均） （円〕
幼稚園 保育所 施 設 その他 公 立 私 立 全 体
給 料
(N"= 70) 。~＝ 56) (N=23) (N=lO) CN=59) (N= 100) (N=l59) 
本 棒 2 1, 9 9 6 26, 9 7 4 2 6,9 6 5 2 7,2 9 2 2 8,1 7 5 2 ,81 0 24,801 
手 当 480 578 6 7 4 742 763 438 549 
守、
本務＋手当 2 2,4 7 6 2 7,5 5 2 2 7,63 9 2 8,0 3 4 2 8,9 3 8 2 3,2 48 2 5,3 5 9 
t) 
（注） 日給，全額不明，過年度就職の者は除いて処理した。
図9 給料（本俸）の分布
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均で 22ρ00円である。最低 17,000円から最高 31,000円までの分布で， 20,000円～
24,000円lζ78.69ぢの者が入っている。他の職種では ，27,000円前後でほとんど差はほい。
分布図でみると一層はっき句するように，幼稚園教諭は他の職種にくらべて非常に低い。
幼稚園教諭の本俸は， 45年度就職の中卒者の初任給とほとんど差がないのであるから ，
給料に不満を持ち，将来の経済的安定が得られないと訴えるのは当然のようにも思われる。
これを公立私立の別でみると，平均で 5,000円以上の差が認められ，私立勤務者が非常 I" 
k低い本俸であることがわかる。
また，毎月の定額支給手当（通勤手当を除く）は，全体の 66 9杉は全くなく，支給者の
平均で約 1,600円，全体平均で約 550円となっている。 500円～ 2,000円がほとんどであ
る。幼稚園教諭と私立勤務者は，諸手当の支給額も低いので，給料の格差は一層大きくな
っている。手当の最高額は私立幼稚園勤務者の 7,000円であるが，乙の者の本俸は17,000 
円であるので，乙れは本俸を低く押え，ボーナスの起算lζ組み込まれない手当を高くし哩
月々の手取り額はある程度の金額になるような支給を考えているものと思われる。 ζの例
のような本俸と手当の組み合わせが他lとも認められた。
(4) 今後の職業生活の希望
最後に，乙うした適応状態にある彼女らが今後の職業生活をどう送ろうとしているか，
という点について調べた結果を報告する。
「あなたは現在の仕事を続けることについてどう考えていますか」と質問し，今後の職
業生活に対する希望を調べたところ ，表 18 Iζ示すような結果になった。
現在の仕事を同一職場で続ける希望は，全体で 56.4%にすぎず，かなりの者が転職・転
勤を望んでいる。 ζの結果は，先にみてきた職場lと対する満足感や職場適応尺度の結果か
ら判断して，当然考えられる乙とである。
職種別では ，施設保母と仇の職種は 41.7%:b>Fr:u－職場継続を希望してげのい
しかも，転職先は，同一聴種の条件のよい所というよりは違った職種 （つまり，幼稚園 ・保
育所あるいは専門外の職業〕へというものである。施設保母が最も転職・退職希望の多い群
である乙とは十分納得のいくと ζろであるが，満足度も適応度もそう低くないその他の職種
群で，施設保母と同様に同一職場継続希望者が少なかったこと，幼稚園教諭モ待遇面で強い
表18 今後の職業生活の希望 （必）
幼稚園 保育所 施 設 その他 公 立 私 立 全 体
希 望
CN=70) 。←59) 制＝24) (N=12〕 (N=63) 。』＝102) (N=165) 
同一積場で継続 64.3 55.9 41.7 4 1.7 54.0 5 7.8 5 6.4 
21.4 22.0 16.7 14.3 22.5 19.4 
転職類似職業へ 5.7 6.8 20.8 41.7 1 9.0 5.9 1 0.9 
異種職業へ 1.4 6.8 8.3 32 3.9 3.6 
i塁織・その他 7.1 8.5 20.8 8.3 9.5 9.8 9.7 
手．
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不満を持ちえよがらも転・退職希望者が最も少なかったことは 2 やや予想l乙反する結果であ
るといえる。しかし，職務内容に対する満足度や希望との一致度からみると 3 これも納得
のいく結果である。すなわち，その他の職種群では，現在の職場にある程度適用し，満足
もしているが，以前自分がやりたいと思っていた仕事ではないし，この点、であき らめきれ
ないものがあって（職務内容に満足できとよい〕，希望の職種へ変りたいと考えているよう
である。幼稚園教諭では，たしかに待遇面で不満があり，それだけに適応しきれないもの
があるのではあるが，待遇の悪さは最初から予想していたのであり，待遇の悪さは仕方の
ないこととしてやりたい仕事についたのであるから，変わる気持はあまりない，変わると
しても同一職種で待遇の良い所へと考えるのであろう。
公私立の別では，同一職場継続を希望する者は，私立勤務者の方がやや多くなっている。
人が労働において満たしたいと求めるおもなものは，満足えよ人間関係，気持のよい条件
下で満足して行えよえる活動，および保証された生計であるといわれるが，彼女らの強調し
ている転・退職の理由はどんなものであろうか。
この点について記入してもらった内容を整理してみると，幼稚園教諭では，承知の上で
勤めたものの，自分の働きに対する報酬としては現在の給料はあま りにもみじめだという
ものであり，保育所保母・施設保母では，多い雑用，過重な労働，不規則な勤務から保育
の専門家としての充実感を味わうことができないというものである。施設保母が特に強調
しているもう一つの理由には，人間関係がある。施設にありがちな，女性特有の，あるい
は閉鎖的な人間際係に耐え られない， と訴えている。その他の職種では， もともと希望し
ていたものでないので充実感を持てない，本来の資格の生かす職に打ち込んでみたい，と
述べている。
IV おわりに
以上，保育者養成校卒業生の卒業後 3カ月経過時における進路状況と職場適応について，
統計的な検討を行なkった。その結果 ，次に要約するようなことが明らかになった。
① ほとんどの卒業生が就職の道を選び，多くは養成校で学んだ専門を生かした進路を
歩み出している。 しかし， 志望通りの専門職にっけなかった者も少なくない。
② また，専門職につけた場合でも，希望の職種・職場に就職できた者はそう多くなく，
職場での満足度は決して高いとはいえない。不適応の状態にあると思われる者も少なくな
L一、。
③ ．したがって，就職してまもないにもかかわらず ，同一職場で続けて働きたいとする
者は半数を若干上まわる程度にすぎない。
④ こうした問題状態が強く 現われているのは，施設保母となった者である。私立勤務
者が 97.5%である幼稚園教諭では，給料が非常に低く，乙れが不適応に陥らせる主要な原
因となっている。
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はじめにも述べたように，この調査は保育者の適応過程の検討の一環として実施された
ものであるが，卒業後まもない時点でとらえた進路状況や職場適応が，この後の生活の中
でどう変化し，どう影響し合っていくのか，注目していきたいと思う。
この一連の研究によって得られる資料が，保育者をめぐる諸問題の解決・改善に少しで
も役立ちうるならばさいわいである。
（付記）
本調査は昭和 45年度北海道科学研究費の補助を受けた。乙の研究の実施に当り，協力
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文 献
1 ）臼佐俊憲：保育者養成短大入学者の受験動機と入学時感情について，北海道社会福祉学会，第 6回大会
報告， 19 68. 
2 ）臼佐俊憲：保育者志望学生の性格特性について，臨床心理学研克 8巻2号， 196 9. 
3 ）臼佐俊憲：保育者志望学生の学生生活と 1年修了時感情について，北海道社会福担l：学会，第7聞大会報告，
19 69. 
4）臼佐俊憲：保育者志望学生の卒業時感情と将来の展望について，北海道社会福祉学会，第8回大会報告，
19 7 o.
5 ）臼佐俊憲・阿部知子・松本久代：保育職に対する初任者の態度Kついて， :lt溶道心理学会，第17回大会報
告， 1971. 
6 ）臼佐俊憲：保育者志望学生の性格変化について，社会福祉研究， 9号， 1 9 71. 
7）自佐俊憲：保育職に対する社会的評価について，保育， 26巻10号， 1 9 71. 
8）臼佐俊憲：保育者の就職後1年経過時の職場適応について，北海道社会福祉学会，第9回大会報告， 19 71. 
9 ）藤原書悦：青年の職場適応の心理学的分析， （依田新：現代青年の人格形成）金子書房， 19 6 8. 
( 1 9 71・9・30) 
